長 母 長 
女 女 



母 



さあ、 た あち やん はもう これでい いのよ。 こ 

んど は、 あや子。 あや子に は どの 着物が いい か 

ね。 

(たんす を あける) 

あたし は、 唐ち りめんが いい わ。 ほら、 つば 

きの 花の。 

つばきの 花の つ て？ 

そうしき 

おとうさんのお 葬式ん ときき たのよ。 あたし 

よく おぼえて てよ、 こっちの 肩のと こに、 つば 

きの 花が ふたつ かさなつ てた わ。 こうするとよ 

く 見える のよ。 花のに おいが かげる くらいの そ 



長 母 母 
女 



まこ。 

ああ、 これ だね、 まだ きられる かしら。 

(女の子き る) 

すこし 短い わね。 むり もない ね、 あれから、 

もう 四 年になる ん だから。 

これよ。 あたし、 この 着物 とても 好き。 ほら 

ね、 かあさん、 この 肩ん ところに 花が あるで しょ 

う。 お 葬式で お 墓に いったと きに ね、 あたしが 

叔父さん や 叔母さん たちの 間で 立って たら、 白 

いちょう ちょうが 舞って きて、 あたしの 肩の こ 

の 花に とまった のよ。 あんと き あたし、 おとう 



もらいに くるんだ つ て。 

母 あきれた 子 だね。 

次男 あんな こと、 うそ だね、 かあさん。 鯉ち やん 

とこの ねえさん はね、 まえだれに いっぱい あつ 

めて つたけ ど、 ちっとも 白くなら ない ね。 いま 

でも まつ 黒 だ。 

母 どこで そんなに、 おしろいの 実 をと るの。 

長男 めくらのお じいさんの 庭から、 とってく るん 

です よ。 おばあさん がいる とき はね、 火，， 箸 を 

持って 追っぱらう もんだ からね、 ばあさん がい 

ない ときに、 女の子た ち は、 とりに いくんです _ 



(笑う) 

(このと き、 次男の 着つ け も 終わる) 

(花火の 音が する) 

長女 あら、 びつ くらした。 

次男 でかい な あ、 いまの は、 二 尺 かもしれ ない よ。 

長男 地 ひびきが したよ、 表の つばきの 花が 落ちた 

よ。 

長女 あたし、 こわい わ、 花火なん て。 みぞおちの 

とこが どきん どきん する わ。 

おくびょう 

次男 臆病 だよ。 すずめみ たいだよ。 さっき 表で 

見たら ね、 かあさん、 すずめが 花火の はじける 



次男 だって、 あなが あいち やつたん だもの、 ぼく 

知らない や。 

母 うそ おっしゃい。 なに かわる さしたん でしよ。 

あなたの 顔に 書いて あります。 うそ をい う 子 は、 

顔が 赤くなる からすぐ わかります。 さあ どうし 

たか、 いって ごらんなさい。 

次男 けんちゃん がわる いんだよ。 

(泣き だす) 

母 ないても ゆるしません よ。 さあ、 男の子 はな 

ん でも 正直に、 男らしく いう もんです。 

次男 けん ちゃんが レンズ を 持って きて、 黒い もん 



長 
女 



母 次 母 
男 



ならなんでも 燃える から、 やって ごらんって 

いったから、 ぼくう そだと 思って …… 。 

それ ごらんなさい。 あなた は、 そんな こと を 

する 八で， ^ 

だって、 けん ちゃんが …… 。 

そら またもう ひとつ。 あんた はわる いこと を 

したう え、 ひとに 罪 をな すりつける のね、 ふた 

つもよ くない こと をし たんです よ。 そんな 子 は 

もう、 おかあさんの 子じゃありません よ。 

ごめんなさいって、 あやまりな さいよ、 次郎 

ちゃん。 



長女 あ、 よし 坊が目 を さました。 

(みんな 病気の 子の 方 を 見る。 沈 

三男 にい ちゃんた ち、 どこへ いくの？ 

(母親、 目顔で 祭に いく 子どもたち 

にだ ま つ ておいで と 命ずる) 

母 にい ちゃんた ち はね、 学校で 式が あるので、 

いか なきや ならな いんです よ。 

三男 うそい つてら。 

母 うそじゃありません よ。 お昼から ね、 校長 先 

生のお 話が あるの さ。 



(靴 を はき かかる) 

三男 あ、 次郎 ちゃん は、 ぼくの 靴 を はいて る。 い 

や だい、 いや だい。 ばか、 ばか。 

母 あのね、 よし 坊ちゃん、 あんた に はもつ とい 

いの を、 買つ たげ るから ね。 

三男 いや だ、 いや だ。 次郎、 ばか。 かあさん ばか。 

みんなば か。 

母 そんなに さわい じ やい けません。 ほうら ごら 

ん、 こんなに 汗が 額，" に 出て。 顔が 青くな リま 

したよ。 次郎 ちゃん、 じゃあき ようは、 あんた 

のお 靴 はいて らっしゃい。 



三男 ぼくに も、 祭の 着物 をき せて くれよ。 

母 おまえさん は 祭に いかない じ やない の。 

三男 ぼく も 祭の 着物が きたい や。 にい ちゃんた ち 

みんなが きたんだ もの。 

母 そうかい。 それじゃ、 よし 坊ちゃん にもき せ 

てあげよ うね。 

(母親、 たんすから 一 枚の 晴着 をと 

リ 出す) 

三男 それじゃな いよ。 そんなの 学校に あがった と 

ききたん だよ。 

母 おや、 かあさん、 忘れつ ぼい ね。 では これ だ 



ね。 

三男 うん。 

(母親き かえさ してやる) 

三男 か あち やん。 

母 なに さ。 そんなに しげしげと。 

三男 子どもが おとなになる つて ほんと？ 

母 ほんと です よ。 みんなが どんどん 大きくな つ 

て、 おとなに な るんで すよ。 

三男 おかしい な あ。 

母 おかし かありません よ。 よし 坊ちゃん も、 に 

いさん やねえ さんたち も、 おとなに な るんで す 



三男 ふうん。 おかしい な あ。 かあさん は、 はじめ 

からお となじゃなかった の？ 

母 そんな ことありません よ。 どこのお かあさん 

でも、 はじめは 赤ん坊で、 それから 子どもに なつ 

て、 それから 娘さんに なって、 それからお 嫁に 

いって、 それから 子ども を うんで、 そして、 お 

かあさんになる のさ。 

三男 (じぶんの 腕 を 見て) ぼく、 おとなに なれる 

かしら。 ぼく、 おとなに ならない よ。 そんな 気 

がす るんだ もの。 

母 なれます よ。 いまに、 大きく じょうぶ になり 



ますよ。 

(長女 だま つ てはい つ てきて 戸口で 

立って いる) 

母 おや、 あやち やん、 いかなかった の？ 

(長女うな ずく) 

母 なに か 忘れた の？ 

(長女、 首 を 横に ふる) 

母 どうした のさ。 びっくり したみた いに 目 を 見 

まって。 

かねつきどう 

長女 あたし、 鐘撞堂の 下ん ところから、 帰って き 

たの。 



母 母 



長 
女 



母 



こっちへ、 おいで。 戸口のと こに なんか 立つ 

ていないで。 まあ、 どうした のさ、 息なん かき 

らして。 どうして 鐘撞堂のと ころから 帰って き 

たの？ 

あたし、 なんだか 知らない わ。 なんだか 知ら 

ない けど 走って きたの。 鐘撞堂のと ころまで 

いったら、 一 べんで 帰りた くな つたの。 

へんな 子 だね。 じゃあ、 もうお 祭に いかない 

の。 

(女の子 うなずく) 

せっかく あそこまで いって、 帰って くる こと 



母 長 
女 



なんかな いじ やない の。 あそこ からもう じき、 

お宮さん じゃあ リ ません か。 あとでい けばよ 

かったつて、 知りません よ。 

いいのよ、 おかあさん。 

それじゃ あ、 そんなと こに 立って ないで、 こ つ 

ちへい らっしゃい。 (病気の 子どもに) よし 坊 

はもう お 薬 を 飲ま なきやい けません ね、 まだ 

あつたか しら。 おや、 もうからで すね。 それ 

じゃあ、 かあさん がお 薬 をと つてき ますから、 

よし 坊ちゃん はねえ さんと 遊んで るね。 

まくら 

(長女 あがって きて、 よし 坊の枕 



もとにす わる。 母、 用意 をす る) 

三男 かあさん、 近道して いくとい いよ。 

母 近道って？ おまえお 医者さん のお 家へ いく 

近道 知って るの？ 

三男 井戸車の ある 家と、 めくらの じいさんのお 家 

すぎ かきね 

の 間 をと おって いくとね、 杉の 垣根に あなが あ 

いてる からね、 そこ をく ぐると、 お医者さんち 

の 裏 だよ。 垣根 をく ぐった ときに ね、 頭に 気 を 

つけない と、 物置から さがって る 樋に ぶっかる 

よ。 

母 あきれた 子 だね。 そんなと こ をく ぐって 遊ん 



母 綿 砂糖って？ 

三男 綿みたい になった 砂糖 だよ。 

母 そんな もの を、 おまえ はたべ ちゃい けな いん 

です よ。 かあさんが、 卵 を 買って きて おいしく 

煮て あげる からね。 

(病気の 子、 この あたりから 力が 衰 

える 一 

三男 卵なん て、 しょっちゅう たべて るんだ もの、 

いや だい。 

母 じ や、 お 医者 さまに きいて みて、 たべて いいつ 

て おっしゃったら、 買って きまし ようね。 



(母親 裏口から 去る) 

(花火の 音) 

三男 いまの 花火、 きっと 旗が 出た よ。 

長女 見て きまし ようか。 

(長女 縁側に 出て 空 を あおぐ) 

長女 あら、 ほんとうに 旗が 出た わ。 雲の 下 を、 北 

の 方へ 流れて いく わ。 ：：： ああい ま、 学校のう 

しろの 山の 上 ころよ。 あら、 山の てっぺんで、 

だれかが 旗の 方に 手 を ふって てよ、 …… もう 見 

えなくな つち や つ た。 

三男 山の 上に だれが いるの？ 



長女 だれ だか わからな いわ。 

三男 先生 じ やない の。 

長女 見え やしない わ、 そんな ことまで。 

三男 だめ だな あ、 おねえさんの 目なん か。 

(女の子、 枕 もとにす わる) 

三男 旗 は、 どこまで とんで く かな あ。 

長女 やた 村に、 きっと 落ちる わ。 

三男 やた 村で 落ちないで、 もっと どんどん とん 

で つ たら どこ へ いくんだろう。 

長女 知らない わ、 そんな こと。 

三男 どっかの 黒い 海に いくよ。 



長女 そうか しら。 

三男 だめ だな あ、 おねえさん なんか。 なんにも 知 

ら ないや。 

長女 知って る わ、 あたし だって。 

三男 知らない や。 

(沈黙。 すぐ 近くで ひばりが 鳴き は 

じめ る) 

三男 くに ちゃんと こで もらった 雛 を 持って おいで 

よ。 

長女 どうす るの？ よし 坊ちゃん がね てる 間に、 

もう 餌 を やっと いたわよ。 



三男 もってこいよ。 

長女 もってき て どうす るの さ。 にいさん たちに 見 

つかる と、 とりあげられ ちまう わよ。 

三男 にい ちゃんた ち、 祭に いってら、 ばか。 

(女の子、 裏口から 出て いって、 す 

ぐボ— ル箱を 持って はい つ てく る) 

三男 箱から 出して、 ぼくの 手に のせて くれよ。 

長女 だめよ、 そんな ことしち や。 まだ 弱 いんだ か 

ら、 手に とったら 死んで しまう わよ。 

三男 いいんだ つたら。 

長女 いやよ。 あたしが くに ちゃんと このお じさん 



にいた だいて きたの よ。 この 雛 は。 

三男 だって、 ぼくと ふたりで だいじに しろって 

いったって、 ねえさん、 ぼくに いった じ やない 

ゝ o 

力 

長女 

三男 ぼく、 手に のせて 見た いんだよ。 

長女 あれ、 うそよ。 

三男 なんだい、 うそな こと ある もんか。 くにち や 

ん とこのお じさん、 ぼくと なかよしなん だもの 

長女 いいえ。 うそよ。 あたし、 よし 坊ちゃん を 喜 

ばして やろうと 思って、 うそい つたの よ。 ほん 



とうは、 あたし だけに くれたんだ わ。 

三男 なんだい、 ねえさんの うそつき。 そんなら、 

そんな もの、 殺しち やう ぞ。 

長女 いや だ わ、 いや だ わ。 

三男 よこせ、 よこせつ てば。 

長女 よし 坊ちゃん、 いやよ、 そんな 顔し ちゃ。 

三男 よこせつ てば。 ねえさん ばか。 あや子ば か。 

よこせつ てば。 

(女の子、 策つ きて 箱から 雛 をと り 

出して 病気の 子に 渡す) 

長女 ね、 お願い だから、 殺さない でね …… あつ、 



いけない わ、 そんなに にぎつ ちゃ あ …… こわい 

もんだ から、 足が ぶるぶる ふるえて る わ も 

うはな して …… よし 坊ちゃん …… もう はなして 

よ、 よし 坊ちゃん …… 。 

三男 ぼくの 手に ふるえが 伝わって くるよ。 軽い な 

あ。 

長女 か あいそう だ わ。 足 を もがいて る わ。 そんな 

に 持って ると、 びつ くらして 死ん じ まう ことよ 

(病気の 子 そ つ と 雛 を も つ たま ま、 

長く 見て いる) 

(女の子 安心す る) 



長 三 長 
女 男 女 



長 
女 



また 帰つ てし ま うんだ。 

あの 太鼓ね、 お キン ちゃんと このに いさんが 

ことし 

たたい てるのよ。 今年 はじめて だって。 

(はやしの 音 止む) 

あら、 もう 塩屋 さんと このまえ までき た わ。 

あそこの しいの 木の 下で 休む のよ。 



(心細くな つ て) かあさんもう 帰つ てら つ しゃ 

ら ないか しら。 よし 坊ちゃん、 ねむくない？ 

しょ ラじ 

すこし 風が 出て きた わね。 障子し めましょう 

力？ 



三男 しめなくても いいや。 

(この あたりから 病気の 子の 声、 と 

みに 衰える) 

長女 でも、 あたし なんだか 寒い わ。 裏の やぶが さ 

わいで る わ。 

(はやしの 音、 再び はじまる。 そし 

て だんだん 遠ざか つ ていく) 

長女 あら、 もう 帰って いくのね。 

(間) 

長女 よし 坊ちゃん。 

(間) 



長女 よし 坊ちゃん。 

三男 まだき こえる ね、 ねえち やん。 

長女 ええ、 まだき こえる わ。 もう じき、 土塀の 家 

かど 

の 角 を まがる と、 きこえなくなる わ。 ほら、 も 

うきこえ なくな つたでしょう。 

三男 まだき こえる よ。 

長女 でももう 蚊が 鳴く ほど だけよ。 

(間) 

長女 もうなん にもき こえ なくなつ てよ。 こんど は 

村の あっちの はしへ いくの だ わね。 

三男 まだき こえる よ。 



長女 あんた の 耳の 中に 笛の 音が 残って るんだ わ。 

三男 まだき こえる よ。 

(間) 

長女 なに を そんなに あたしの 顔 見て るの。 いやよ 

よし 坊ちゃん。 

三男 もうせん、 ねえ ちゃんと 花の かくしつ こした 

ろう。 

長女 いつの こと？ 

三男 ぼくが 病気になる まえにし たよ。 貝 がらで ふ 

せて 土の 下に かくした じ やない か。 

長女 あ、 そうね。 あんと きょし 坊ちゃん がかくし 



(女の子 裏口から 出て いく。 やがて 

貝のから を 持 つて 帰って くる) 

長女 あった わ。 かけ ひで 洗って きて よ。 

三男 花 はあった？ 

長女 しなびて た わ。 

三男 しなびて た？ 

長女 しなびる わよ、 冬 を 越したん です もの。 

三男 ぼくの かばんのお 弁当 入れる ところに ね、 も 

う ひとつ 貝が あるから 持 つ てきて。 

(女の子 さがして 持って くる) 

三男 それ 合わせて ごらんよ。 うまく 合う？ 



長女 うまく 合う わ。 ほら、 ちょうど てのひら を 合 

わせた みたい。 

(それ を 病気の 子に 渡す) 

三男 まだ 鳴る かな あ。 

(口に ふくんで 弱々 しく ふく。 鳴ら 

ない) 

長女 土の 中に あった 間に、 どこかき つと 欠けた の 

よ。 

三男 鳴る よ。 …… じっとき いてる と、 いっぱいに 

なる よ。 …… 風の 音 や 笛の 音が する よ。 …… た 

くさん の 音が する よ。 どこか 遠くの 方へ 消えて 



いくよ。 

長女 うそよ。 なにもき こえ やしない わ。 

(病気の 子、 貝 を くわえた まま 耳 を 

すまして いる。 間) 

三男 ねえち やん、 …… ぼくなん だか 軽くな つた。 

あ、 ぼく もとんで くよ。 風の 音 や 笛の 音の 中 を 

いっしょに …… おか あち やん …… ああ、 ぼく も 

とんで くの …… 。 

長女 なにい つてる の、 よし 坊ちゃん。 あんた、 ど 

こ 見 てんの。 

三男 花びら や 笛の 音と いっしょに 流れて くの。 



(女の子 とつぜん 恐怖に とらわれて 

立ち あがる) 

三男 か あち やん …… 。 

長女 (さけぶ) よし 坊ちゃん！ かあさん！ あ 

たし、 かあさん よんで くるわ。 よし 坊ちゃん、 

待つ てんの よ！ 

(女の子 裏口から かけ 去る) 

三男 (弱く) か あち やん …… よし 坊 とね、 鳥 もい つ 

しょに とんで くの。 

(間) 

(やぶの さわぐ 音) 



(さらに 弱く) か あち やん …… ぼく 

い つ そう、 やぶの さわぐ 音。 

風の 中から 桜の 花びらが 落ちる。 

病気の 子の 上に、 かたわらに。 
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